
■…先週の動き（５月１６～２０日）
（５ 月）
１６日 東洋埠頭が２０１６年３月期決算を発表。
同 清水港利用促進協会の総会が開催され、新会長に清和海運の宮崎聰一郎社長を選任。
１８日 鈴江コーポレーションはが新社長に取締役常務執行役員の田留晏氏を昇格させる役員人事を内定。
１９日 横浜川崎国際港湾の設立記念レセプションが横浜市内のホテルで盛大に開催され、約５００名が参加。
同 神戸港港湾審議会が開かれ、六甲アイランドの機能拡充を推進するため、ＲＣ４・５コンテナターミ

ナルの水深を－１４→－１６ｍに増深するといった港湾計画の一部変更案を了承。
同 広島県議会の建設委員会が開かれ、来春から港湾運営会社制度を導入する広島港コンテナターミナル

の予定候補者に「ひろしま港湾管理センター」が内定したことを報告。
２０日 福岡市港湾空港局と博多港ふ頭が博多港物流ＩＴシステム「ＨｉＴＳ」について、天津・厦門・台北・

ホーチミン（カトライ）の海外４港と連携を開始すると発表。
同 東京港が７５回目の開港記念日。芝浦サービスセンターで港湾功労者表彰を表彰。

神戸税関は6日付で芙蓉海運（愛媛県新居浜市）
をAEO通関業者（認定通関業者）に認定したが、
20日、神戸税関本関において菊川正博税関長か
ら同社の野間省一社長へ、認定書が交付された。
AEO認定通関業者制度では、認定を受けた事

業者が「特例委託輸入申告制度」「特定委託輸
出申告制度」などを利用することができる。
なお、神戸税関管内のAEO通関業者は、同社

で17者目となる。
菊川税関長（右）と野間社長

中国運輸局がこのほど発表した2015年（1～12
月）の管内指定港湾12港（水島、福山、徳山下松、
呉、広島、三田尻中関、岩国、境、尾道糸崎、宇
野、岡山、笠岡）における船舶積卸し実績は、輸
移出入の総合計で前年比0.3％減の1億4708万8千
㌧と僅かだが4年ぶりに前年実績を下回った。
港別にみると、最多の水島港が金属鉱の減少で
4924万0千㌧／前年比6.0％減、2位の福山港も金
属鉱や石炭が増えて3458万0千㌧／1.4％増と堅
調に伸び、3位の徳山下松港も石炭が好調に増加
し、2022万8千㌧／9.5％増と大きく増加した。

以下、4位＝呉港（△鉄鋼／1608/万2千㌧／1.
8％増）、5位＝広島港（△自動車／1475万5千㌧
／3.3％増）、6位＝三田尻中関港（▼自動車／55
6万4千㌧／5.7％減）、7位＝岩国港（275万2千
㌧／横ばい）、8位＝境港（△その他林産品／22
9万3千㌧／2.8％増）、9位＝尾道糸崎港（▼原木
／67万9千㌧／13.6％減）、10位＝宇野港（△そ
の他／71万3千㌧／8.3％増）、11位＝岡山港
（△鉄鋼／17万2千㌧／2.9％増）、12位＝笠岡
港（▼穀物ばら／3万0千㌧／6.3％減）と続く。
（△増加／▼減少）


